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⑥一次冷蔵
　出来上がった納豆を保管し、新鮮で安
心できる納豆をお届けします。

⑤発酵・熟成
　最適な条件で発酵され、１日かけてよ
うやく納豆へと変わります。

②浸漬タンク
　大豆を一定の温度の水に 15 時間前後
浸します。

③蒸煮缶
　大豆を蒸します。蒸すことで殺菌効果
があります。この豆に納豆菌を加えます。

④充てん
　容器に盛り込み、タレをセット。合わ
せて重さや異物をチェックします。

①洗豆機
　ストックしていた大豆をキレイに洗い浸

しん

漬
せき

タンクに豆を送る。

納豆工場

　暑い日が続いていますが、皆さんお変わりございま
せんか。今回こちら町長室では、10 月から稼働予定
の納豆加工センターの紹介をいたします。
　加工センターは、先月号で紹介いたしました学校給
食センターと同じ敷地内に建設しており、国の農業施策
の一環として行われています転作に伴う大豆を原料と
して納豆や豆腐に加工します。使用する大豆は福岡県の
奨励品種で、田川産大豆フクユタカを一回あたり納豆で
60㎏、豆腐で約 15㎏を加工するようにしています。
　大豆加工食品は、一時的な健康ブームに左右される
ことなく、食育の観点からも健康維持や増進につなが
ります。そして子どもから高齢の人まで幅広く継続的
に消費されることから、地産地消および地域農産物の
ブランド化を図りながら道の駅おおとう桜街道をはじ
めスーパーマーケットや病院、福祉施設などに販売す
る予定です。
　加工センターは、鉄骨造２階建て、床面積約 500㎡
で、建物は周辺の景観に配慮して比較的小さな屋根の
組み合わせを行い、給食センターと併せてリズミカル
な屋根並みとしました。また、大任町のイメージキャ
ラクターを設けて親しみやすく明るい色彩で清潔感の

ある外観としました。
　機能的には、給食センターと複合化することで事務
室、汚水処理施設などの共有化を図り、食育現場の見
学・研修の場となることも考慮して作業風景が見学で
きる屋外廊下などを設けました。
　作業室においては、細菌や雑菌の増殖を防ぐため常
に床が乾いた状態で衛生的に作業ができるよう一部に
はドライシステム方式を採用。納豆の製造工程につい
て簡単に説明をさせていただきますと、まず大豆を洗
いまして、浸

しん
漬
せき

・蒸煮・納豆菌の接種・パック詰め・
量目のチェック・発酵・冷蔵・包装・出荷となります。
　豆腐につきましては、これも洗浄からはじまり浸漬・
粉砕・煮沸・絞り・これにニガリを入れ凝固・成形・カッ
ト・冷却・包装・冷蔵を経て消費者の人にお届けする
ことになります。
　今回の納豆加工センター整備につきましては、安全
安心な食品を製造することはもちろん、遊休農地の増
加に歯止めをかけ、地元産大豆をはじめとする農産物
の生産・雇用拡大を図り地域経済の発展にも寄与する
ことを目的としております。
　ぜひ皆さんにもご賞味いただきたいと思います。

こちら町長室×納豆加工センター

⑥冷却
　パックに入った豆腐を冷却層で約１時間
冷やします。

④凝固
　豆乳をバケットに流し、にがりを入れ凝
固させます。

⑤型出し
　圧力をかけゆっくり水分を抜きます。豆
腐の形にカットし、パックに詰めます。

③絞り機
　加熱後、絞り機にかけ豆乳とおからに
分けます。

②煮釜
　すりつぶした大豆を煮釜に入れ、約
95℃の温度で加熱します。

①浸漬タンク
　大豆を一定の温度の水に 10 時間前後
浸します。

豆腐工場
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集
団
生
活
で
協
力
し
て
養
っ
た
力
強
さ

①_入所式で実行委員長の永原 譲太
郎さんに合宿を頑張りぬくことを誓
う合宿生代表。②_商工会婦人部の
人と楽しそうに夕食の野菜や肉を
切っていました。③_みんなで協力
して作ったカレーの味は格別です。
④_県立大生の指導員とレクリエー
ションで楽しい時を過ごしました。
⑤_分からないところは教えあった
り、まじめに宿題中。⑥_今から道
の駅のお風呂にレッツゴー !!⑦_退
所式で実行委員の鈴木 剛さんにお礼
の言葉を述べる合宿生代表。

②③ ①

④⑤

⑥⑦

　８月 30 日土 31 日の２日間、道
の駅で 2014 夏祭りを開催します。
子どもから大人まで楽しめるイベン
トが盛りだくさん。ぜひ、当日は道
の駅おおとう桜街道で夏祭りをお
楽しみください。皆さんのご来場を
お待ちしております。
問大任町役場 総務企画財政課
☎ 63・3000（夏祭り）
問大任町役場 教育課
☎ 63・2242（盆踊り花火大会）
私たちは、24 時間テレビ 37

「愛は地球を救う」を応援してい
ます。８月30日土・31日日チャリ
ティー募金を受け付けますので、
ご協力をお願いいたします。

12：00 ～ 22：50 10：00 ～ 21：20土８月30日 日８月31日
時　間 イベントスケジュール

12：00 ～ 12：20 　■開会式

12：30 ～ 13：00
　■ 和太鼓演奏
　伊田保育園、宝保育園の園児による和太鼓演奏

13：10 ～ 14：10
　■ドラえもん（第１部）
　ドラえもんによるステージショー

14：20 ～ 15：40
　■ダン石田とニューブリッコ
　70 ～ 80 年代の昭和アイドル曲の伴奏を専門に
　行うビッグバンド

15：50 ～ 16：50
　■アロハ フラ　プア・エンゼルプリティ
　さまざまなフラダンスを披露

17：00 ～ 18：00
　■ドラえもん（第２部）
　ドラえもんによるステージショー

18：10 ～ 18：50
　■大内田岩戸神楽
　350 年以上も続く、赤村を代表する迫力のある舞の伝統芸能

19：00 ～ 21：00 　■第 36 回盆踊り花火大会
　大任町盆踊り花火大会実行委員会による
　盆踊り＆花火21：00 ～ 21：30

21：30 ～ 22：50
　■チャリティーバンドライブ
　ラムジャムヴェンダーズ・風見鶏

時　間 イベントスケジュール

10：00 ～ 10：30
　■蛇面太鼓・今任太鼓
　大任町で結成された和太鼓グループや今任小学
　校の児童による和太鼓演奏

10：40 ～ 11：40
　■トッキュウジャーショー（第１部）
　烈車戦隊トッキュウジャーによるステージショー

11：50 ～ 12：20
　■スマイル
　筑豊ご当地アイドルによるステージショー

12：30 ～ 13：50

　■大任中学校吹奏楽部
　　陸上自衛隊飯塚駐屯地音楽部
　大任中学校の生徒、陸上自衛隊飯塚駐屯地音楽
　部による演奏

14：00 ～ 14：20
　■ HERO's ダンススクール
　筑豊では珍しいブレイクダンスをメインとしたダンススクール

14：30 ～ 14：50
　■かき氷早食い
　10 人程度で来場者の人に競ってもらいます

15：00 ～ 15：40
　 ■大任町おどり愛好会
　おどり愛好会による、関の鯛つり唄や大任音頭などを披露

15：50 ～ 16：50
　■トッキュウジャーショー（第２部）
　烈車戦隊トッキュウジャーによるステージショー

17：00 ～ 19：00
　■チャリティーカラオケ
　夏祭り参加者によるチャリティーカラオケ

19：10 ～ 19：50
　■ Non Section
　地元で活躍中のストリートダンス教室

20：00 ～ 20：40
　■ TTP-Dance Studio
　HIPHOP を中心にダンスを披露

20：50 ～ 21：20 　■閉会式

道の駅おおとう桜街道

２０１４夏祭り

夏祭りで盆踊り花火大会を開催
花火打ち上げ場所周辺の
通行止めにご協力ください

イベントスケジュール

※開会・閉会時間に変更はありませんが、各イベントの内容・開
始時間は変更する場合があります。

混雑が予想されます。役場とレインボーホールを臨時駐車場
にしていますので、シャトルバスをご利用ください。

８月 30 日土下図赤色の区間が通行止めとなることに加え、対岸
の花火打ち上げ場所周辺が終日通行止めになります。

８月30日　20 時 50 分～ 21時 40 分
■通行止め時間

■通行止め区間

※悪天候のため、花火が打ち上げられないときは
　翌日の同時刻に延期する場合があります。

六本松橋～下今任南交差点

④
　

６
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
、
役
場
の
多
目
的

ホ
ー
ル
を
拠
点
と
し
た
通
学
合
宿
が
開
催
さ
れ
、

大
任
小
学
校
か
ら
30
人
、
今
任
小
学
校
か
ら
24

人
の
計
54
人
が
参
加
。
４
泊
５
日
と
い
う
長
い

期
間
、
親
元
を
離
れ
た
集
団
生
活
で
、
着
替
え

や
食
事
の
準
備
な
ど
日
常
生
活
の
基
本
を
自
分

自
身
で
行
い
な
が
ら
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　

４
年
前
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
の
事
業
。
子
ど

も
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
育
む
と
い
う
目
的
の

ほ
か
に
も
、
中
学
生
に
な
る
前
に
子
ど
も
た
ち

同
士
が
顔
見
知
り
に
な
り
、
友
情
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
い
う
意
図
も
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
２

校
同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
集
団
行
動
や
時
間
前
行
動
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導

員
や
上
級
生
な
ど
目
上
の
人
に
は
敬
意
を
も
っ

て
、
下
級
生
に
は
思
い
や
り
を
も
っ
て
接
す
る

こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
き
た
５
日
間
。
貴
重

な
体
験
を
経
て
、
修
了
証
を
受
け
と
る
子
ど
も

た
ち
の
横
顔
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
た
く
ま
し
く
な
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　６月 23 日、彦山川河川敷の水辺公園でしじみの放流が
行われ、大任小学校、今任小学校３年生の児童約 40 人が
参加しました。
　この放流は、しじみ１個でコップ１杯分の水をきれいに
することにちなんで、子どもたちに自然の大切さを学ん
でもらうために昭和 61 年から、毎年行われています。商
工会が準備した約 10㎏のしじみの稚貝を児童一人ひとり
が両手でいっぱいにつかんで「川がきれいになりますよう
に」と願いを込めて、次々と川に放流していました。

　６月29日、大分県中津市本耶馬溪でNPO法人日本空手
松涛連盟第35回禅海杯空手道選手権大会が行われました。
入賞者は以下のとおりです。（敬称略）
▶個人戦組手小学１年【３位】朝部 博海小学５年【準優勝】今永 颯
小学６年【準優勝】梅本 武蔵中学１年【優勝】坂本 竜太郎小学５
年【準優勝】梅本 愛純小学５年【３位】栗本 葉▶個人戦型小学１
年【準優勝】朝部 博海小学６年男子【優勝】梅本 武蔵小学５年【３
位】梅本 愛純中学１年【準優勝】坂本 竜太郎中学２年【準優勝】栗
本 烈小学４年【準優勝】鶴田 真唯小学５年【準優勝】梅本 愛純

しじみが川の浄化に役立ちます
しじみを彦山川に放流

拳士たちの残した好成績
町内の選手が堂々受賞

▼川のそばにズラリと並んで握りしめたしじみを大切に放流しました

▼練習で身につけた力を出したくさんの賞を獲得した選手たち人の命の尊さ
平成26年度人権講演会を実施

　７月の同和問題強調月間にちなんで、７月４日レイン
ボーホールで人権講演会が開催されました。今回の講師は
作家の青木新門さん。青木さんは映画「おくりびと」の原
案者で「いのちのバトンタッチ」ー映画「おくりびと」によ
せてーという演題で講演会が行われました。
　この講演会には約250人が参加し、「納棺夫日記」を元に
した体験談に来場者は笑ったりうなずきながら聴いていま
した。青木さんは「差別を次の世代の者に残さない」「人は見
習って死にたいと思う死に方をするべきだ」と話しました。

▲「人は丸ごと認められて心を開くんです」と熱弁する青木新門さん

まちづくりの施策を紹介
宮城県川崎町から視察を受入

　６月19日、宮城県川崎町から副町長の佐藤孝行さん、
地域振興課大波知之さんが大任町役場を視察研修のため訪
れました。永原町長は「イメージアップのため日本一の花
の町を目標に、通過点の町から目的の町に変ぼうしました」
と大任町を紹介。その後、各担当課長が公的塾、しじみ養
殖場、納豆・豆腐・給食センター、道の駅、ドッグランの
説明を行いました。
　宮城県川崎町副町長の佐藤さんは「大変勉強になりまし
た。今後の町づくりに役立てたい」と話しました。

▲ユーモアを交えながらまちづくりについて話す永原町長

白
熱
し
た
チ
ー
ム
戦

地
域
交
流
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

　７月13日、B＆G体育館で健康づくり地域
交流フェスタが行われました。このフェスタは
アビスパ福岡のコーチと一緒に地域・世帯の交
流を深めることが目的。
　年齢を問わず楽しめるボールを使ったミニ
ゲームで点を競い合い、会場は盛り上がってい
ました。

▼チームで協力し、高得点を狙っていました

大
き
く
、
お
い
し
く
育
っ
て
ね

大
任
小
学
校
、
の
ぞ
み
の
里
交
流
会

　６月16日、大任小学校５年生がのぞみの里
の人との交流会を行いました。この交流会は大
任小学校の伝統行事の一つで平成14年から始
め、今年で12年目になります。
　児童たちは５班に分かれて作業を開始。下芋
の苗を「大きくなれ」と願いを込めて植えてい
ました。

▼暑さも忘れ真剣に苗植えを行っていました

大
任
町
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ

今
任
小
学
校
３
年
生
が
町
内
を
見
学

　６月19日、今任小学校３年生９人が商工会、
しじみ養殖場、道の駅おおとう桜街道を訪れま
した。
　商工会では、町の特産品であるしじみやにん
にくの加工食品を紹介。養殖場ではしじみの子
どもを興味津々で観察し、「どこどこ」「見つけ
た」などうれしそうに声を上げていました。

▼しじみの子どもを真剣に探す児童たち

モ
ノ
づ
く
り
の
難
し
さ
を
体
験

町
内
小
学
校
で
木
工
教
室
を
実
施

　７月14日と16日の２日間、町内の小学校で、
まちづくり手弁当の会が主催する木工教室が開
催されました。
　今回は今任小学校ではおぼん作り、大任小学
校でははし入れと筆箱を作りました。児童たち
は「先生くぎがまがりました」「うまくできた」
などさまざまな声を上げていました。

▼大任小５年生の作業風景

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を

大
任
中
学
校
で
マ
ナ
ー
教
室
を
開
催

　７月14日、大任中学校で全校生徒によるマ
ナー教室が行われました。講師は社員教育接遇
マナー研究所の代表 俵 純子さん。
　職場体験を控えた中学２年生、推薦入試や受
験をひかえた中学３年生にとって有意義な教室
になっていました。場面に応じたあいさつなど
の礼儀を、生徒たちは熱心に学んでいました。

▼大きな声であいさつの練習に取り組む生徒たち

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力

社
会
を
明
る
く
す
る
パ
レ
ー
ド
を
実
施

　7月は『社会を明るくする運動』の強調月間と
なっていました。
　犯罪や非行が生まれるのは地域社会であり、
その更正を促す場も地域社会です。皆さんが、
少年非行の実態を認識して、地域環境の浄化に
心がけるとともに、温かい目で見守り、援助の
手を差し伸べ、明るい社会を作りましょう。

▼7月17日、パレード参加者の皆さんで集合写真

▼今任小４・５年生の作業風景
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教育課（学校教育係・社会教
育係）

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G体育館・B&G海洋センター・サ
ボテンハウス ☎63・4832

ふるさと館おおとう ☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

税務課 ☎63・3002

住民課第２（福祉全般・後期高
齢者保険・国民健康保険・国
民年金・同対係）☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課第１（戸籍・衛生）☎63・3003

☎63・2242

総務企画財政課 ☎63・3000

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

国
民
年
金
収
納
業
務
の
民
間
委
託

　

日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
に
対
す
る「
電

話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督

励
や
保
険
料
の
収
納
業
務
、
免
除
等
申

請
の
勧
奨
業
務
」
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、「
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
い
て
、
従
来
官
公
庁
が
行
っ
て
き

た
事
業
に
関
し
て
民
間
事
業
者
の
創
意

工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
り
、
低

い
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
す
「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」

と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
委
託

し
て
い
る
市
場
化
テ
ス
ト
受
託
事
業
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

Information
　芝桜等管理者募集
　町では、桜街道（大任中央線）や
町道に設置している芝桜などの管
理をしてくれるボランティアを募集
します。
　管理を希望する人は、お問合せ
ください。
問総務企画財政課 企画係　
☎ 63・3000

　
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
支
部
は
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
を
対
象
に
、
正
し
い
装

具
の
使
い
方
な
ど
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き　
9
月
13
日
㈯　
13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階

■
対
象
者　

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
を
持

つ
本
人
と
そ
の
家
族
・
医
療
関
係
者
・
介

護
関
係
者
な
ど

■
テ
ー
マ　

身
体
に
良
い
入
浴
を
し
て
い

ま
す
か
？

■
講
師　

高
口　
則
子（
麻
生
飯
塚
病
院

　
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

■
参
加
料　

無
料

問
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
支
部

☎
０
９
０
・
３
０
７
５
・
９
５
３
５

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
医
療
講
演
会

︻
受
託
事
業
者
（
３
月
１
日
現
在
）︼

●
ア
イ・シ
ー・ア
ー
ル 

バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー

プ 

シ
ー
・
ヴ
ィ
・
シ
ー
共
同
企
業
体

●
㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト

●
キ
ャ
リ
ア
リ
ン
ク
㈱

●
日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
㈱

●
㈱
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

●
㈱
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

　

市
場
化
テ
ス
ト
事
業
者
は
、
個
人
情

報
保
護
の
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

　職員採用試験実施

　

県
内
に
在
所
す
る

県
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
募

集
対
象
団
地
、
募
集

戸
数
な
ど
に
つ
い
て
は

募
集
案
内
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
10
月
１
日
㈬
～
９
日
㈭

■
募
集
案
内　

公
社
管
理
事
務
所
出
張

所
、
県
内
の
各
市
役
所
、
町
村
役
場

問
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

管
理
課

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

衛生業務のお知らせ
衛生業務のお盆休みにご注意ください

◉ゴミ収集
　８月15 日金はゴミの収集業務をお休み
します。ただし、東部じん芥処理センター
は通常通り業務を行います。
　じん芥処理センターには、各町村からゴ
ミが１日約 35トン持ち込ま
れており、可燃ごみと不燃
ごみの分別が不十分の状態
となっています。機械の故
障につながりますので、しっ
かり分別に協力をお願いします。
問住民課第１ 衛生係　☎ 63・3003
◉し尿くみ取り
　８月 14 日木から 16 日土まではお盆休
みとなります。その代わり、９日土・10 日
日は終日受け入れ、13 日水は半日受け入
れ致します。
　なお、５日火までに申し込めば、お盆前
までにくみ取りを行います。ただし、くみ
取りの日程に関しては指定できません。
問桑野衛生　☎ 63・3217
　松村産業　☎ 63・3650
◉田川地区斎場
　８月15 日金はお休みします。
問田川地区斎場　☎ 42・8002

◉田川地区急患センター
　お盆期間の救急診療は次のとおりです。
■診療日時  ８月14 日木・15 日金
※ ８月13 日水は通常の平日夜間診療を行い

ます。
◆午前の受付時間
　９時～11時30分　（内科・小児科・外科）
◆午後の受付時間
　13時～16時30分　（内科・小児科・外科）
◆夜間の受付時間
　18 時～ 22 時 30 分　（内科・小児科）
※救急時のみご利用ください。その際は保
険証を忘れずに持ってきてください。
■ところ　田川地区急患センター
　　　　（石炭記念公園内）
問田川地区急患センター　☎ 45・7199
◉犬・猫の引き取り
　お盆期間の飼い犬・猫の引き取り業務は、
８月６日水まで行い、８月 20 日水から通
常業務となります。
問田川保健福祉事務所　☎ 42・9309

　

第
３
回
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き　
９
月
13
日
㈯　
９
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　

田
川
地
区
消
防
本
部

■
対
象
者　

田
川
市
郡
在
住
者（
小
学

校
５
年
生
以
上
）、
田
川
市
郡
に
勤
務

し
て
い
る
人

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
開
催
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
お
よ
び
受
験
準
備
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

試　

験

■
と
き　
10
月
26
日
㈰

■
種
類　
全
種
類

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学

■
受
付
期
間　

▼
書
面　

８
月
27
日
㈬

～
９
月
９
日
㈫
▼
電
子　

８
月
24
日
㈰

～
９
月
６
日
㈯

講　

習　

会

■
と
き　

10
月
５
日
㈰　

９
時
～
17
時

■
種
類　
乙
種
第
４
類

■
と
こ
ろ　

田
川
地

区
労
働
福
祉
文
化

会
館

■
受
付
期
間　

8
月

15
日
㈮
～
10
月
３
日
㈮

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
講
習
会

　

町
内
在
住
の
昆
虫
収
集
家
で
あ
る
、

渡
邉
高
久
氏
が
世
界
各
地
で
45
年
間
に

わ
た
り
、
収
集
し
た
標
本
２
０
０
箱
を

展
示
し
ま
す
。

■
と
き　
８
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

■
と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

■
入
館
料　

無
料

問
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル　
☎
63
・
４
８
３
２

世
界
の
昆
虫
展
開
催

　

平
成
26
年
度
筑
豊
市
民
大
学
公
開
講

演
会
を
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
と
き　
9
月
27
日
㈯　
13
時
30
分
～

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学
講
堂

■
演
題　
「
世
界
の
山
々
を
目
指
し
て
」

■
講
師　

田
部
井　
淳
子
氏

■
参
加
料　

無
料（
任
意
の
カ
ン
パ
を
お

願
い
し
ま
す
）

■
申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
〒
８
２
５
ー

８
５
８
５　

田
川
市
大
字
伊
田
４
３
９

５
番
地　

福
岡
県
立
大
学
付
属
研
究
所

　

生
涯
福
祉
研
究
セ
ン
タ
ー
気
付　

筑

豊
市
民
大
学
運
営
委
員
会　
に
送
付

■
締
め
切
り　

９
月
12
日
㈮
必
着
（
先

着
５
０
０
人
程
度
）

問
筑
豊
市
民
大
学　
秋
吉

☎
０
８
０
・
５
２
１
０
・
０
２
４
５

筑
豊
市
民
大
学
公
開
講
演
会

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
田
川
地
区
消
防
協
会
事
務
局

☎
44
・
６
２
５
６

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
間　

８
月
７
日
㈭
～
９
月
３

日
㈬　
17
時
ま
で（
定
員
30
人
）

■
申
込
先　

田
川
地
区
消
防
署･

各
分
署

問
田
川
地
区
消
防
署　

☎
44
・
０
６
５
０

平成 26 年度　自衛官採用試験案内
合格発表

1次  10 月２日木

試験日にお知らせ

します。

11月７日金

１次　10 月10 日金

試験期日
９月 20 日土
９月 20 日土

口述・身体検査
は受付時にお知

らせします。
９月 25 日木

・26 日金

９月 23 日火

受付期間

８月１日金

～

９月９日火

資格

18 歳以上 27
歳未満の者

高卒（見込含）
21歳未満の者

募集項目
一般曹候補生

自衛官候補生
（３．４月男子）

自衛官候補生
（３．４月女子）

航空学生
（男女）

　募集要項や申込用紙は、役場総務企画財政
課で配布します。
■職種　一般職（行政職初級）
■採用人数　若干名
■受付期間　８月29日金まで　（平日９時～16時）
　※役場閉庁日（土・日・祝祭日）を除く
■試験日　１次試験（教養）　９月 21日日　10 時～
　　　    ２次試験（作文・面接）　10 月中旬

　10 時～※１次試験合格者のみ
■ところ　大任町役場　多目的ホール
■受験資格▶昭和54年４月２日以降から平成
９年４月１日までに生まれた日本国籍を有する
人▶地方公務員法第16条（欠格条項）に該当
しない人。希望される人または、詳しい内容
については問い合わせ先までご連絡ください。
問総務企画財政課　☎63・3000
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まちの介護福祉講座

認知症になり
やすい人って？

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
ど
ん
ど
ん
と

伸
び
て
い
ま
す
。
そ
し
て
大
半
の
人
が

長
生
き
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
も
健
康
的
に
自
立
し
た
状
態

で
、
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
数
だ
と
思

い
ま
す
。
最
近
は
そ
れ
に
も
う
一
言
加
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
認
知
症
に
な

ら
ず
に
」と
い
う
言
葉
で
す
。
今
後
団
塊

の
世
代
の
人
々
が
高
齢
に
な
る
に
つ
れ

て
、
認
知
症
患
者
の
増
大
が
心
配
さ
れ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

今
回
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
が

認
知
症
に
な
り
や
す
い
の
か
、
認
知
症

の
人
を
介
護
し
て
い
る
、
ま
た
以
前
し

て
い
た
家
族
か
ら
伺
っ
た
話
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

共
通
し
て
い
る
の
が
、
プ
ラ
イ
ド
が

高
く
人
の
話
を
聞
か
な
い
、
ま
た
融
通

が
利
か
ず
頑
固
。
新
し
い
事
や
物
に
は

常
に
否
定
的
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば「
家
に
テ
レ
ビ
や
電
子
レ
ン

ジ
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
設
置
し
た
の
は

同
級
生
の
中
で
最
後
だ
っ
た
」と
い
っ
た

具
合
で
す
。
最
近
は
ス
マ
ホ
に
拒
否
感

が
あ
る
人
と
で
も
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
手
先
を
よ
く
使
う
人
は
ボ
ケ

に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

も
一
概
に
正
し
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
で

す
。
正
し
く
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
手

先
を
使
う
楽
し
み
が
あ
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
昔
は
と
て
も
器
用
で
た
い
が

い
の
物
は
自
分
で
作
っ
て
い
た
の
が
、
だ

ん
だ
ん
と
思
う
よ
う
に
い
か
な
く
な
っ

て
、
何
も
し
な
く
な
っ
た
と
た
ん
に
ボ

ケ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。

　

よ
く
聞
く
の
が
教
師
は
定
年
後
認
知

症
に
な
り
や
す
い
と
い
う
話
で
す
が
、

必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
理

数
系
や
音
楽
、
体
育
、
美
術
な
ど
の
教

師
だ
っ
た
人
は
、
逆
に
認
知
症
に
な
り

に
く
い
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
考
え

ら
れ
る
の
は
、
常
に
頭
を
使
い
創
意
工

夫
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
よ
く
身
体

を
動
か
す
習
慣
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

次
に
職
種
で
い
う
と
、
事
務
職
だ
っ

た
人
よ
り
営
業
職
だ
っ
た
人
の
ほ
う
が

認
知
症
に
な
り
に
く
い
よ
う
で
す
。
外

に
出
て
い
ろ
ん
な
人
と
交
流
す
る
こ
と

に
慣
れ
て
い
て
、
定
年
後
も
家
で
じ
っ

と
し
て
い
な
い
こ
と
が
功
を
奏
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

大
切
な
の
は
、
定
年
退
職
後
も
好
奇

心
や
色
々
な
事
に
取
り
組
む
意
欲
を
持

ち
続
け
る
こ
と

が
、
認
知
症
予
防

に
つ
な
が
る
よ
う

で
す
。

　

今
月
号
は
、
現
在
の
大
任
中
央
線
を

通
っ
て
い
た
国
鉄
添
田
線
の
今
任
駅
に
つ

い
て
、
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
任
駅
は
、
昭
和
60
年
３
月
で
廃
止

さ
れ
た
国
鉄
添
田
線
の
駅
の
こ
と
で
す
。

町
道
大
任
中
央
線
と
国
道
３
２
２
号
線

バ
イ
パ
ス
の
今
任
中
央
交
差
点
付
近
に

あ
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
館
に
見
学
に

来
た
小
学
生
に
昔
の
写
真
を
見
せ
た
と

こ
ろ
、
現
在
と
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、

び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

鉄
道
が
廃
止
さ
れ
、
約
40
年
が
経
過
し
、

そ
の
当
時
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
添
田
線
は
、
す
で
に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
大
正
４
年（
１
９
１

５
）東
小
倉
‐
上
添
田
間
が
開
通
し
、
町

内
に
も
梅
田（
後
に
大
任
と
改
称
）と
今

任
の
二
つ
の
駅
が
で
き
ま
し
た
。
沿
線
は

炭
鉱
が
多
く
あ
り
、
そ
の
石
炭
を
運
ぶ

た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
今
任
駅
付
近

に
も
中
小
の
炭
鉱
が
あ
り
、
炭
鉱
か
ら

の
引
き
込
み
線
が
駅
へ
と
延
び
、
駅
構

内
で
積
み
込
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

炭
鉱
閉
山
後
、
通
学
客
の
輸
送
が
中
心

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
60
年
に
70

年
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し
た
。

　

写
真
を
見
な
が
ら
、
当
時
と
今
を
比

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
上
か
ら
１
枚
目
の
写

真
は
昭
和
30
年
代
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
す
。
列
車
が
行
き
違
い
す
る
こ
と
が
で

き
、
駅
員
が
列
車
を
見
送
っ
て
い
る
こ
と

今
任
駅
に
つ
い
て

第 105 話

▶
今
任
駅
の
構
内

◀
神
社
か
ら
見
た
今
任
駅

●作品名　「寒ぐみ」
（大任町文化連盟 盆栽教室から選出）
●作者　加來 俊憲 さん

●コメント
「もともと自然が好きだったので、自
然が作り出す芸術性を感じる古木を
盆栽として作りたいと思い日々努力
をしています」

No.24

●種　属　フェロカクタス属
●原産地　メキシコ・バハカリフォルニア州
●特　徴　�球形～円柱形。暗紅色の強大刺。黄色

で赤褐色の中筋が見えるが、赤みが強
いため掛け合わせと思われる。

問サボテンハウス　☎ 63 ・4832

刈か
り

穂ほ

玉
ぎ
ょ
く

　
　

なく気が付かないことが多いですが、
半日くらいすると、赤く腫れて痛みや
かゆみがあり1週間くらい症状が続き
ます。
●蜂…激痛があり、時には全身に蕁

じん
麻
ま

疹
しん

が発症し、ショック状態を引き起こ
す場合があります。

蜂には注意！
　日本では、ハチ刺傷による死亡者が
年間に40 ～ 50人ほどいます。ハチ毒
や食物など
が原因で起
こる急性ア
レルギー反
応のことを
アナフィラ
キシーショッ
クと呼びま
す。刺傷後、
数分～ 15分
程度であら
われます。症状としては、全身の蕁麻
疹や血管むくみ、呼吸困難、下痢、嘔

おう

虫
ちゅう

刺
し

症（虫刺され）とは、蚊や
ノミ、ダニ、ブヨなどの

吸血昆虫やハチ、アリなどによる非吸
血昆虫に刺されることによって起こり
ます。激しいかゆみと、紅色の盛り上
がった皮疹を生じる病気です。今回は、
そんな虫刺症についてです。

症状は？
　昆虫に刺さ
れた直後ある
いは、しばら
くすると刺さ
れたところを
中心に激しい
かゆみや痛み
とともに、赤
い発

ほっ
疹
しん

が出た
り、水ぶくれ
になる場合もあります。

●ダニ…下腹部や太もも内側などの皮
膚の柔らかい部位に多い。
●ブヨ…刺した時は痛みも、かゆみも

アナフィラキシーショックには命の危険があります
いきいき
国保

虫刺されには十分注意しましょう

吐
と

、意識喪失、痙
けい

攣
れん

などのショック症
状があらわれ生命の危険があるため早
急な治療が必要です。

治療は？
　かゆみや痛みがひどい場合は、ステ
ロイド外用薬と抗ヒスタミン薬の内服
が一般的ですが、医師の指示に従い
治療しましょう。またアナフィラキシー
ショックを
起こした時
は生命の危
険があるた
め早急な治
療が必要で
す。
以上のよう
に、再発を
予防するためには、可能なかぎり原因
となる虫を特定して、再び同じ発疹が
出ないような対策をとることが必要で
す。また、虫よけ剤も効果的です。

問住民課第２ 国保係　☎63･3004

が
う
か
が
え
ま
す
。
遠
く
に
は
三
井
六

坑（
田
川
市
夏
吉
）の
ボ
タ
山
が
写
っ
て

い
ま
す
。
今
も
な
お
、
こ
の
ボ
タ
山
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
枚
目
の
写
真
は
、
今
任
駅
の
駅
舎

で
、
駅
員
が
い
た
こ
ろ
の
も
の
で
す
。
駅

が
無
人
化
さ
れ
た
後
は
、
待
合
室
の
み

が
残
さ
れ
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
右
半
分

は
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
３
枚
目
の
写
真
は
、
下
今
任
の
神
社

か
ら
駅
の
方
向
を
見
た
写
真
で
す
。
今

と
比
べ
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
鉄
道
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

鉄
道
が
道
路
に
な
り
、
駅
の
南
側
を
国

道
３
２
２
号
線
バ
イ
パ
ス
が
通
っ
て
い
る

ほ
か
は
、
付
近
の
風
景
は
あ
ま
り
変
化

が
あ
り
ま
せ
ん
。駅
の
あ
っ
た
近
く
に
は
、

大
任
農
協
の
倉
庫
の
跡
も
あ
り
、
駅
の

お
も
か
げ
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

▶
今
任
駅
舎
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　おおとう未来塾は３度目の夏を迎えました。今年も小学
４～６年生と中学３年生を対象に大任町公民館で夏期講習
を行います。
　６月に実施した塾の保護
者参観週間では、保護者の
皆様に塾生の頑張る姿を見
ていただき、とても感謝して
おります。塾生たちもいつも
とは違った緊張感を持って学
習ができていたように感じます。
　保護者の皆様に塾生達が頑張る姿を見ていただくこと
は、塾生たちにとっても、講師達にとっても良い刺激とな
りますので、塾生たちの頑張る姿を是非見に来てあげてく
ださい。

問教育委員会 教育課 学校教育係　☎63･2242

今年も夏期講習を行います

教 育 信通 教 会員育 委

▼「遺族会が今後も維持できるよう頑張ります」と話す鈴木さん

戦争に正義はありません
　今回のクローズアップは大任町遺族会会長の鈴木 顕
範さんです。鈴木さんは役場のOBで現在は遺族会の会
長を７年間続けています。
　「遺族会は終戦直後から続いています。とにかく一番
の問題は会員の高齢化です。戦没者の子どもが一番若
くて70歳です。この高齢化の中でどれだけ長く運営し
ていくか、組織をどうやって維持していくかが一番の
悩みです。また、戦争の悲惨さを忘れないためにも慰
霊祭はずっと続けていきたいですね。慰霊祭でいつも
思うことは役場の人がとても
協力的。そのおかげで今まで
慰霊祭を続けられたと思って
います」
　「終戦から今年で69年目で
す。大概の人は過去の歴史で
しかありません。戦争は相手
を殺すこと。戦争に正義なん
かありません。戦争がどれだ
け悲惨なことか、平和の尊さをずっと忘れないでほし
いですね」と話してくれました。
　「最後に個人的なお願いですが、夏に学校で平和学習
があります。その学習でぜひ戦没者の慰霊碑を使って
ほしいです。慰霊碑も立派な教材の一つです。身近に
教材があっていつでも勉強ができるので、ぜひ子ども
たちに教えて欲しいと思います」

鈴
す ず

 木
き

　顕
あ き

 範
の り

さん （峰）

クローズ・アップ

− Superintendent of education − vol .97

図書室だより

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 図 書 /10 冊
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

８月の休室日

の日が休室日です。

−新作案内−

日 月 火 水 木 金 土

29 30 １ ２ ３ １ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
 24

31 25 26 27 28 29 30

「スクラップブッキング」作りを開催します！

　お気に入りの写真を美しく飾る
ペーパークラフトを作って思い出に
残してみませんか。
■ とき　８月22日金　13時30分～
15時30分
■ ところ　子育て支援センター　す
まいる
■対象者　未就学のお子さんと保護者

（託児あり）

■参加料　200円
■締め切り　８月20日水
■申し込み先　問い合わせ先へ電話
※当日、お気に入りの写真を２～３枚
ご準備ください。
問大任町社会福祉協議会　担当：久

ひさ
場
ば

　
☎63・4828

※そのほか、多数入庫しています

一般書 児童書

　９月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切
りは８月15日金です。
※事前にご連絡があれば役
場でも撮影を行えます。
問総務企画財政課 広報係
☎63･3000

９月生まれを募集

一般書
●給簡単かけるだけごはん　　　　　　　　　　伴藤朋子　著
●世界の絶景・秘境 100　　　　　　　　成美堂出版編集部　編集
●にわかには信じられない遺伝子の不思議な物語　サム・キーン　著
●冬天の昴　　　　　　　　　　　　　　　あさの あつこ　著
●女のいない男たち　　　　　　　　　　　　　村上 春樹　著
●さようなら、オレンジ　　　　　　　　　　　　岩城けい　著
●教場　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡 弘樹　著
●学年ビリのギャルが1年で偏差値を40上げて　　　　　　　
　慶應大学に現役合格した話　　　　　　　　坪田信貴　著

児童書
●かぐや姫の物語　　　　　　　　　　　　　高畑 勲　その他

●かぜのでんわ　　　　　　　　　　　　　いもとようこ　著

●むすんでひらいて　　　　　　　　　　　　　新井 洋行　著

●ひそひそ森の妖怪　　　　　　　　　　　　富安 陽子　著

●竜巻のサバイバル　　　　　　　　　　　　　　　リメ　著

安
やす

武
たけ

 來
らい

寿
じ

く ん ３歳
Ｈ23年８月27日生まれ

柿原・男の子

植
う え

田
だ

 凛
り ん

ち ゃ ん ２歳
Ｈ24年８月29日生まれ

成光・女の子

宮
みや

下
した

 遥
はる

夢
む

く ん ３歳
Ｈ23年８月31日生まれ

富士見ヶ丘・男の子

８月生まれ
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◆川崎町（http://www.town-kawasaki.com/）

●かわさきまち盆踊りまつり・花火まつり

【川崎町本町商店街・B＆G海洋センターグラウンド】

　８月23日土　19時～（受付18時30分）
　盆踊りまつり　18時10分～ 21時10分
　花火打ち上げ　21時30分～ 22時00分
　内容 ：伝統的な口説きと太鼓に合わせた盆踊りと夜

空を飾る2500発の花火が夏の夜空を盛り上げ
ます。今年は徳島県の盆踊りである「阿波踊り」
もご覧いただけます。ぜひご来場ください。

　  問豊前川崎商工会議所　☎73・2238
　  問川崎町役場農商観光課　☎73・3000（内線225）

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）

●ふる里かわら夏まつり盆踊り大会【香春町総合運動公園】

　８月15日金　18時40分～21時（花火20時35分～）
　※雨天の場合は16日土に順延します

　問香春町観光協会　☎85・8035

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●第９回福智町水と灯火の夕べ

【彦山川・中元寺川合流点河川敷】

　８月30日土　19時～（花火20時30分～）
　内容 ：河川敷に露店が並び、やぐらを囲んで盆踊りを

実施。最後は約800発の花火が夜空を彩ります。
　問福智町役場総務課庶務係　☎22・0555

◆
今
月
の
表
紙

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

田川市郡のイベント情報

★
ド
タ
バ
タ
編
集
室

▼
ノ
ド
が
痛
い
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
風

邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
体
が
だ

る
い
な
と
思
い
な
が
ら
病
院
に
行
く
と

38
℃
の
熱
…
。
す
ぐ
に
家
に
帰
宅
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
夏
風
邪
に
は
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。　
︻
奈
央
︼

　

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
そ
ば
に
あ

る
ひ
ま
わ
り
畑
の
ひ
ま
わ
り
で
す
。
花

言
葉
は
「
あ
こ
が
れ
」 「
私
の
目
は
あ
な

た
だ
け
を
見
つ
め
る
」「「
熱
愛
」「
光
輝
」

な
ど
で
す
。

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●発生件数   11 件（ 56 件）
●死亡者数    0 人（  0 人）
●負傷者数    ２人（ 32 人）

（　）内は平成 26 年の累計

交通事故発生状況（６月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ニセ電話詐欺が依然と発生していま
す。警察官や銀行協会を語り「口座が凍
結されるのでお金を下ろしてください」
などの電話にはご注意ください。

町内犯罪発生状況（６月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい １件

空き巣・忍び込みなど １件

（平成 26 年 6 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,902 人（－ ５）   630 人（＋２） 2,532 人（－２）
女 1,895 人（－ ８） 1,023 人（＋３） 2,918 人（－５）
計 3,797 人（－ 13） 1,653 人（＋５） 5,450 人（－７）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2502 世帯（＋３）

　郡内の町村長で構成する田川郡町村

会では、町村内物故者の初盆参りにつ

いては、公職選挙法で禁じられているた

め「御仏前やお供物、お参りは、公職者

と親類以外は遠慮する」ことを申し合わ

せています。

　そのため今年も例年どおり初盆参りを

自粛致します。また、中元や暑中見舞

いなどについても同様と致します。

　この場を借りて町内物故者皆様のご

冥福を心よりお祈り申し上げます。

　　　　 大任町長　永 原 譲 二　

町長の初盆参りを

自粛します

 ８月行事予定表 葉月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 28 29 30 31 １ 水の日 ２
【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

３ ４ ５ ６ 広島平和記念日 ７ 立秋 ８ ９ ながさき平和の日

田川郡親善
スポーツ大会

【赤村コミュニティー
広場 ９時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【視聴覚 13時30分
〜 14時30分】

心配ごと相談
(人権・行政・相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

10 道の日 11 12 13 14 15 16
第３回おおとう
サマースクール
(野外調理)

【自然の森
キャンプ場 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

17 18 19 20 21 22 23 処暑

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

24 25 飲酒運転撲滅の日 26 27 28 29 30

道の駅おおとう桜街道
2014夏祭り

【おおとう桜街道
10時〜 21時20分】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

道の駅おおとう桜街道
2014夏祭り

【おおとう桜街道
12時〜 22時50分】

※詳細は５ページ

４日月～11月４日火
臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金
申請書受付

８月５日火
総合健診結果説明会

【多目的 13時30分〜 1 6時】

　

31

８月５日火
第２回 おおとう
サマースクール

【今任小学校屋上 19時30分〜】
５．６年生希望者（天体観測）
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おおとう
　　議会報告

2014

6
笑顔のたえない町をめざして

平成 26 年６月定例会が６月９日から 11 日までの３日間の日程で開会されましたの
で、その審議内容と結果をご報告いたします。

記
 　 6 月９日　議会本会議（出席者 10 名、欠席者０名）
　　　　　　 （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　　　 ９日　地域振興常任委員会（大任町大豆等加工施設の設置及び管理に   
　　　　　  関する条例の制定等の審査）
　　　10日　総務常任委員会（専決処分の承認を求めることについて等の審査）
　　　11 日　議会本会議（出席者 10 名、欠席者０名）
　　　　　　 （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決等）

議 会 本 会 議
９日開会（審議経過）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
10
番
議
員　

宮
本
孝
一
君
、

１
番
議
員　

田
中
良
幸
君
を
指
名
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

(

全
員
異
議
な
し
で
、
６
月
９
日
か

ら
６
月
11
日
ま
で
の
３
日
間
と
す
る

こ
と
に
決
定)

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

　

請
願
書
に
つ
い
て
は
、
今
回
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、

２
件
あ
り
ま
す
が
議
会
運
営
委
員
会

の
意
向
の
と
お
り
配
布
す
る
こ
と
に

と
ど
め
ま
し
た
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
５
月
23
日「
田
川
地
域
国
道
整
備

促
進
期
成
会
役
員
会
・
総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
25
年
度
事
業

報
告
・
平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算

の
承
認
及
び
平
成
26
年
度
事
業
計

画
並
び
に
平
成
26
年
度
歳
入
歳
出

予
算
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

○
５
月
23
日「
田
川
広
域
観
光
協
会

理
事
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
25
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
承
認
。
平
成
26
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
承

認
。
一
時
借
入
金
の
限
度
額
及
び
借

入
金
融
機
関
の
承
認
。
定
款
の
一
部

改
正
及
び
役
員
の
改
正
の
承
認
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
５
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間「
第

39
回
全
国
町
議
会
議
長
、
副
議
長
研

修
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
山
梨
学
院
大
学
教

授
、
江
藤
俊
昭
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
住
民
と
歩
む
地
方
議
会
」を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
。「
こ
れ
か
ら
の
町

村
議
会
の
あ
り
方
」に
つ
い
て
、
北

海
道
大
空
町
議
会
議
長
、
神
奈
川
県

大
磯
町
議
会
議
長
、
長
野
県
南
箕
輪

村
議
会
議
長
、
熊
本
県
御
船
町
議
会

議
長
に
よ
る
事
例
発
表
。
２
日
目
は

民
族
研
究
家
の
結
城
登
美
雄
氏
を

講
師
に「
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
」、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
後
藤
謙
次
氏
を

講
師
に「
日
本
の
政
治
経
済
の
現
状

と
今
後
の
行
方
」に
つ
い
て
の
研
修

会
で
あ
り
ま
し
た
。

○
５
月
29
日「
筑
豊
横
断
道
路
建
設

促
進
期
成
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
25
年
度
事
業

報
告
、
平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算

の
承
認
。
平
成
26
年
度
事
業
計
画
並

び
に
平
成
26
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の

承
認
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

毛
利
英
文
）

○
６
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議

会
運
営
委
員
会
の
報
告
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
今
定
例
会
の
会

期
に
つ
い
て
は
、
議
長
の
提
案
ど
お

り
６
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日

間
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
回
の
提
出
議
案
は
、
議

案
第
12
号「
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
」（
専
決
第
１

号　

大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
）か
ら
議
案
第

20
号「
平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」ま
で

の
９
議
案
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常

任
委
員
会
へ
付
託
す
る
こ
と
と
決
定

し
ま
し
た
。
請
願
、
陳
情
に
つ
い
て

は
、
陳
情
書
を
２
件
受
理
し
て
い
ま

す
が
、
各
議
員
に
配
布
す
る
だ
け
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
下　

太
）

○
去
る
３
月
25
日
に
開
会
さ
れ
ま
し

た
、
平
成
26
年
第
１
回
田
川
地
区
消

防
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご
報

告
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、議
案
第
１
号「
田

川
地
区
消
防
本
部
消
防
長
の
任
命

資
格
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
号「
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
税
率
の
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」そ
の
内
容
は
、

行
政
財
産
使
用
料
及
び
手
数
料
条

例
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
３
号「
福
岡
県
田

川
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

そ
の
内
容
は
、
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
４
号「
平
成
25
年

本会議初日
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審
査
内
容

・
議
案
第
14
号　

大
任
町
大
豆
等
加

工
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
大
豆
等
加
工
施
設
の
設

置
に
伴
い
、
当
該
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

従
業
員
は
ど
の
く

ら
い
雇
用
し
ま
す
か
。

○
特
産
品
開
発
課
長　

９
名
か
ら
12

名
位
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
給
食
セ

ン
タ
ー
と
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

午
前
中
は
給
食
セ
ン
タ
ー
、
午
後

か
ら
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
ま
し

て
、
納
豆
、
豆
腐
等
の
製
造
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
16
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

度
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
」は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
千
１
百
94
万
６
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

22
億
１
千
５
百
32
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
負
担

金
の
減
額
補
正
で
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
５
号「
平
成
26
年

度
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
」は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
24
億
８
千
５
百
39
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
毛
利
英
文
）

○
去
る
３
月
19
日
に
開
会
さ
れ
ま
し

た
、
平
成
26
年
第
１
回
田
川
地
区
斎

場
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご
報

告
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、「
平
成
25
年
度

経
過
月
分
の
出
納
検
査
報
告
」。

　

次
に
、
議
案
第
１
号「
平
成
25

年
度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
百
69
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
千
３
百
72
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
号「
平
成
26
年

度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
」は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
４
千
３
百
72
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　
　
（
田
中
良
幸
）

○
去
る
３
月
25
日
に
開
会
さ
れ
ま
し

た
、
平
成
26
年
田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会
に

つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
の
諸
報

告
の
中
で
、
し
尿
処
理
施
設
の
進
捗

状
況
、
平
成
30
年
本
格
稼
働
に
向
け

た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
１
号「
平
成

25
年
度
田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
補
正
予
算
に
つ
い

て
」
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
千
４
百
69
万
２
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
２
千
６
百
21
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
経
常

費
負
担
金
の
減
額
補
正
で
あ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
号「
平
成
26
年

度
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

予
算
に
つ
い
て
」は
、
歳
入
歳
出
そ

　

内
容
は
、
地
方
税
法
及
び
地
方
税

法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

こ
の
改
正
に
つ
い

て
、
一
覧
表
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま

た
苦
情
等
も
来
て
い
ま
せ
ん
か
。

○
住
民
課
長　

お
手
許
に
新
旧
対
照

表
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
最
高
限
度
額

の
改
正
で
あ
り
、
７
月
か
ら
の
支
払

い
に
な
り
ま
す
の
で
、
苦
情
等
は
来

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
17
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
少
子
化
対
策
及
び
、
住

宅
に
困
窮
す
る
子
育
て
世
帯
に
対
し

て
良
質
な
住
宅
を
提
供
し
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
育
て
る
こ
と
の
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
、
住
宅
管
理
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

町
長
が
要
件
を
満

た
し
て
い
る
者
に
優
先
的
に
入
居
を

決
定
す
る
と
言
う
事
は
良
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
町
営
住
宅
に

は
子
供
が
非
常
に
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
田
川
郡
内
の
町
営
住
宅
の
子
ど

も
の
推
移
が
分
か
れ
ば
お
願
い
し
ま

れ
ぞ
れ
６
億
７
千
９
百
49
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

日
程
第
４

　

報
告
第
１
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
２
款
総
務
費
の
総

務
管
理
費
、
町
づ
く
り
事
業
費
。
３

款
民
生
費
の
児
童
福
祉
費
。
６
款

農
林
水
産
費
の
農
業
費
。
８
款
土

木
費
の
道
路
橋
梁
費
、
住
宅
費
。
９

款
消
防
費
の
消
防
費
。
10
款
教
育

費
の
教
育
総
務
費
で
あ
り
、
今
回

７
億
２
千
９
百
11
万
７
千
円
を
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
も
の
で
あ
り
既
に
４

割
程
度
発
注
並
び
に
、
予
算
執
行

を
し
て
い
る
と
の
報
告
で
あ
り
ま
し

た
。

日
程
第
５

　

報
告
第
２
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
施
設
改
良
事
業

で
あ
り
、
今
回
６
千
３
百
万
円
を
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
報
告
で
あ
り
ま
し

た
。

日
程
第
６
～
日
程
第
14

　

議
案
の
一
括
上
程

　
（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑

及
び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る

議
案
等
）

・
議
案
第
12
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号　

大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
13
号　

大
任
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

大
任
町
非
常
勤
消

防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
18
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
19
号　

平
成
26
年
度
大
任

地域振興常任委員会

地域振興常任委員会
９日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
永
原　
髙
文

●
副
委
員
長

　
　
次
谷　
國
勝

●
委　
員

　
　
松
下　
　
太

●
委　
員

　
　
佐
々
木
次
男

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託

す
る
議
案
等
）

・
議
案
第
14
号　

大
任
町
大
豆
等
加

工
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
　

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。
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審
査
内
容

・
議
案
第
12
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号　

大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　

内
容
は
、
法
人
住
民
税
法
人
割
及

び
軽
自
動
車
税
税
率
の
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

農
機
具
用
の
大
型
特

殊
の
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
税
務
課
長　

改
正
は
あ
り
ま
せ

ん
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
13
号　

大
任
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設

置
に
伴
い
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
30
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
設
置
及
び
管
理
に

つ
い
て
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

小
学
校
、
中
学
校
の

給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
同
じ
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

メ
ニ
ュ
ー
は
同
じ
で

す
が
、
量
が
違
い
ま
す
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
15
号　

大
任
町
非
常
勤
消

防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
引
き
上
げ
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
18
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
市
町
村
道
事
業
に
橋

り
ょ
う
を
追
加
す
る
た
め
、
大
任
町

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
を

変
更
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
19
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
１
千
４
万
９
千
円
を
追

加
し
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

41
億
２
百
80
万
円
と
す
る
も
の
で
あ

総 務 常 任 委 員 会
10 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
﨑
野　
英
樹

●
副
委
員
長

　
　
毛
利　
英
文

●
委　
員

　
　
田
中　
良
幸

●
委　
員

　
　
丹
村　
咲
男

●
委　
員

　
　
宮
本　
孝 

一

す
。

○
事
業
課
長　

田
川
郡
内
も
状
況
は

大
任
町
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
条
例
改
正
は
子
育
て
世
代
の
入

居
者
を
増
や
す
こ
と
で
、
将
来
的
な

人
口
増
を
図
っ
て
行
く
と
い
う
事
で

す
。
郡
内
の
詳
し
い
状
況
は
調
査
し

て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　

町
営
住
宅
の
入
居

申
込
者
は
町
外
の
方
が
非
常
に
多

く
、
そ
の
中
の
小
さ
い
子
供
の
い
る

子
育
て
世
代
の
申
込
者
を
優
先
的
に

入
居
さ
せ
、
人
口
を
増
や
し
て
い
こ

う
と
言
う
条
例
改
正
で
す
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
20
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
　

内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

の
既
決
額
に
収
益
的
収
入
及
び
支
出

に
そ
れ
ぞ
れ
２
千
万
円
を
追
加
し
、

収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
千
３
百
36
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

水
道
関
連
で
、
水
道

水
か
ら
赤
水
が
出
て
い
る
地
域
が
あ

る
と
苦
情
を
聞
き
ま
し
た
が
原
因
が

分
か
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

○
水
道
課
長　

今
任
原
地
区
と
思
い

ま
す
が
、
そ
こ
の
今
任
加
圧
施
設
で

断
水
が
発
生
し
、
そ
の
時
少
し
水
圧

を
か
け
す
ぎ
て
濁
り
水
が
出
た
と
い

う
状
況
で
す
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

　

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は

全
て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

大
任
町
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
日
程
報

告
。

※
教
育
課　

同
和
問
題
強
調
月
間
に

よ
る
街
頭
啓
発
、
講
演
会
の
日
程
報

告
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
進
捗
状
況

報
告
。

※
特
産
品
開
発
課　

桜
マ
ン
ゴ
ー
の

落
札
結
果
、
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
の
作

付
状
況
、
し
じ
み
の
生
育
状
況
、
納

豆
工
場
の
状
況
、
株
式
会
社
お
お
と

う
桜
街
道
の
経
営
状
況
報
告
。

　

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
老

人
世
帯
の
弁
当
を
作
る
こ
と
は
出
来

ま
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

今
、
教
育
課
の
ほ

う
で
給
食
セ
ン
タ
ー
で
そ
う
い
う
事

が
出
来
る
か
調
査
し
て
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

田
川
市
で
は
少
子
化

対
策
で
医
療
費
が
無
料
と
聞
き
ま
し

た
が
。

○
住
民
課
長　

現
在
、
乳
幼
児
医
療

で
３
歳
ま
で
が
無
料
に
な
っ
て
い
ま

す
。
田
川
市
で
は
３
歳
か
ら
中
学
校

ま
で
入
院
の
費
用
が
無
料
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

○
永
原
町
長　

子
育
て
支
援
対
策
と

し
て
、
他
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら

調
査
検
討
し
、前
向
き
に
考
え
た
い
。

○
次
谷
委
員　

九
州
・
山
口
に

１
３
６
か
所
あ
る
道
の
駅
で
、
道
の

駅「
お
お
と
う
桜
街
道
」が
満
足
度

ラ
ン
キ
ン
グ
で
３
位
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を「
広
報
お
お
と
う
」に

載
せ
て
頂
き
た
い
。

○
永
原
委
員
長　

中
学
校
の
部
活

で
帰
り
が
遅
く
な
る
生
徒
が
い
ま

す
。
今
、
最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等

で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
地
で

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
事
件
、
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
部
活

の
終
了
時
間
に
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ

総務常任委員会

道の駅

テ
ィ
ー
バ
ス
に
乗
れ
な
い
で
し
ょ
う

か
。

○
教
育
課
長　

部
活
は
夜
７
時
頃
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。
明
る
い
う
ち
に

１
人
で
帰
ら
な
い
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
下
校
さ

せ
る
よ
う
指
導
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。
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議会からのお知らせ

編集委員会

　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
26
年
９

月
の
予
定
で
す
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

松
下　
　

太

●
委　

員

　
　

﨑
野　

英
樹

●
委　

員

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

次
谷　

國
勝

り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

特
産
品
加
工
施
設
事

業
費
の
原
料
は
ど
の
よ
う
に
し
ま
す

か
。

○
浦
野
副
町
長　

田
川
地
区
の
大
豆

を
集
約
す
る
農
協
か
ら
購
入
し
ま

す
。

○
永
原
町
長　

大
任
産
の
大
豆
は
乾

燥
施
設
が
無
い
の
で
、
田
川
産
の
納

豆
や
豆
腐
は
出
来
ま
す
が
、
大
任
産

は
出
来
ま
せ
ん
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

　

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は

全
て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興
常

任
委
員
会
と
同
じ
で
す
の
で
20
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

　

以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

議 会 本 会 議
11 日開会（審議経過）

本会議最終日

日
程
第
１
～
日
程
第
９

議
案
の
一
括
上
程

　
（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長

に
対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

﨑
野
英
樹
）

　

６
月
９
日
の
議
会
本
会
議
で
付

託
さ
れ
た
議
案
第
12
号
か
ら
議
案
第

13
号
及
び
、
議
案
第
15
号
、
議
案
第

18
号
か
ら
議
案
第
19
号
の
５
議
案
に

つ
い
て
、
６
月
10
日
午
前
10
時
よ
り

総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重

審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の

と
お
り
５
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可

決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

永
原
髙
文
）

　

６
月
９
日
の
議
会
本
会
議
で
付

託
さ
れ
た
議
案
第
14
号
及
び
、
議
案

第
16
号
か
ら
議
案
第
17
号
、
議
案
第

20
号
ま
で
の
４
議
案
に
つ
い
て
、
６

月
９
日
本
会
議
終
了
後
、
地
域
振
興

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
審
議

し
た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お

り
４
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す

べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
12
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
専
決
第
１
号　

大
任
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
）

・
議
案
第
13
号

　

大
任
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号

　

大
任
町
大
豆
等
加
工
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

・
議
案
第
15
号

　

大
任
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号

　

大
任
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号

　

大
任
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
18
号

　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
19
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

︽
以
上
９
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
︾

　

以
上
で
平
成
26
年
第
２
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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■
発

行
／

大
任

町
　

■
編

集
／

総
務

企
画

財
政

課
☎

0947-63-3000（
代

表
）　

FA
X

 0947-63-3813
〒

824-0512　
福

岡
県

田
川

郡
大

任
町

大
字

大
行

事
3067

番
地

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.oto.fukuoka.jp/

No.277

平成26年

大任町敬老会

※敬老祝い金は式典終了後からお渡しいたします。受け取りには
「案内ハガキ」と「印かん」が必ず必要となりますので、お忘れ
のないようお気をつけください。
　なお、当日来られない方は、後日、役場住民課第２ 社会福祉
係窓口でも受け取ることができます。

問住民課第２ 社会福祉係　☎63・3004

■とき　９月14日日　受付 ８時30分　開会 ９時30分
■ところ　レインボーホール

■余興
北原 ミレイ　（歌手）
代表曲「ざんげの値打ちもない」
　　 「石狩挽歌」など

■余興
ジミー 菊地　（イリュージョニスト）
　大胆で繊細なマジックで
　幻想の世界へと導きます


